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＜転勤するたびに専門分野が変わる＞ 

  これまでに 3 つの研究所に勤務し、いろんな分野の研究を

行ってきました。まず北海道農業試験場において、地下潅漑

試験や熱収支観測など土壌物理・気象分野の研究を行いまし

た。地下潅漑試験では、水田転換畑に 90 本ものテンシオメ

ータと 21 本の測水管を設置し、用水路から暗渠に給水しな

がら 1 時間毎に土壌水分張力（pF）と地下水位を観測しまし

た。その観測データを用いて初めて論文を書きました。熱収

支観測では、裸地圃場に放射計など多数のセンサーを設置し

てパソコンで自動計測しながら、90 日間休まず朝 9 時に圃

場に行って採土し、蒸発量に影響する表層 2cm の土壌水分

量を長期観測しました。その私の観測データを用いて私が 2 本、H 氏が 2 本、K 氏が 1 本の論文

を書きました。このように私は観測屋だったのですが、博士号をとった翌年に農業工学研究所に異

動になり、GIS・リモートセンシング分野の土地資源研究室に配属されたので、嫌いだったコンピュ

ータ利用の研究に鞍替えせざるを得なくなりました。同じ分野の研究を 3 年も続ければその分野の

専門家になれます。やっと GIS・リモートセンシングの専門家になったところで本省に異動になり

ました。そして、農業工学研究所に戻ったらすぐに近畿中国四国農業研究センターに異動になり、

地域防災研究室に配属（室長）されました。防災分野の研究は初めてで戸惑いましたが、これまで

に身につけたいろんな技術を活かし、①台風 0423 号による香川県のため池決壊の要因分析、②傾

斜地樹園地の斜面崩壊危険度の評価、③台風 0423 号により多数のパイプハウスが壊れた中山間地

を対象とした風況シミュレーションによる同台風時のパイプハウス地点の風速推定を行い、それぞ

れを論文にまとめました。4 年間の単身赴任が終わって農村工学研究所に戻ってからは、土壌物理

分野の研究と GIS・リモートセンシング分野の研究を平行して行い、今は、Google Earth 活用の

研究に取り組んでいます。なお、http://researchmap.jp/ZUMBA/から私の論文が参照できます。 

＜研究者たるもの論文を書いてなんぼ＞ 

  論文（A）を毎年度 1 本以上出すことをノルマにしています。この数年間はもう論文のネタが尽

きた、と諦めかけては何とか踏ん張ってこれましたが、今取り組んでいる研究は論文になりにくく、

次年度はとうとうノルマが達成できそうもありません。まだ諦めてはおらず、ジタバタしています。 
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